
出典：新潟県報道資料・福祉行政報告例 

 

折れ線グラフ：新潟県内児童相談所虐待件数 棒グラフ：聖籠町虐待件数 

 県内では虐待件数が過去最高の件数となっています。聖籠町では令和 3 年度は前年度に比べて虐待件数

が減少しています。虐待の４種類別では、県同様「心理的虐待」が最も多くなっています。 

 虐待を受けている子どもやその親は何らかのサインを出しています。特に虐待を受けている子どもは自    

分から「助けて」とは言いづらいものです。その親も虐待の事実を他人に言うことは、ほぼありません。 

地域で気になる子育て家族がいたら、ちょっと気に留めてみてあげて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域全体で見守り、支えていくことが大切 
です！やさしくひと声かけて下さい。 
 

 

ひとりで悩まず相談を！ 

聖籠町子ども家庭相談センター  ☎27-7082 
聖籠町保健福祉課        ☎27-6511 
新潟県新発田児童相談所     ☎26-9131 
児童相談所全国共通ダイヤル   ☎189（いちはやく） 
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児童虐待相談件数の推移（単位：件）
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令和3年度虐待種類別相談件数（単位：件）

■ネグレクト（保護の怠慢・拒否） 
・病気になっても病院に連れて行かない 

・乳幼児を家に残して外出する 

・ひどく不潔にする 

・食事を与えない 

・車の中に放置する など 

■心理的虐待 
・無視する 

・言葉で脅す 

・きょうだい間で差別する 

・面前ＤＶ 

・家族の悪口を吹き込む など                

■性的虐待 
・性交渉、性的行為を強要する 

・子どもに性器や性行為を見せる 

・子どもの性器を触る 

・子どもに性器を触らせる 

・ポルノグラフィーの被写体にする など 

■身体的虐待 
・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす 

・激しく揺さぶる 

・やけどを負わせる 
・溺れさせる 

・戸外に長時間締め出す など 

  

ひとりで悩まないで！   ～11月は児童虐待防止推進月間です～ 

家庭の様子 
・毎晩のように長時間子どもの泣き声が聞こえる 

・親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする 

・子どもがいるのに、姿をめったに見かけない 

 

親（保護者の様子） 
・近所や地域の中で孤立している 

・頻繁に子どもを家に残して外出している 

・子どもが病気やケガをしていても医者に連

れて行かない 

・子どもや家族の不満をよく口にしている  

      子どもの様子 
・不自然なあざがある 

・いつも服装や身体が不潔 

・夜遅くまで外で遊んでいる、家に帰りたがらない 

・笑顔がない、喜怒哀楽の表情が乏しい 

・攻撃的で乱暴な行動が見られる 

・食べ物に過度な執着をもつ 

・性に対する極端な関心や拒否感が見られる 

発達 

・言葉の習得や学習の遅れ 

など 

身体 

・暴力の後遺症 

・低栄養による栄養失調 

・低身長 

・低体重 

・脳の一部が変形  など 

こころ 

・他人とのかかわりが困難 

・強い不安感がある 

・情緒不安定になる 

・自己否定感が強まる  など 

〇大人になってからも精神的な

問題が続いたり、虐待体験がトラ

ウマ（心的外傷）となる 

行動 

・対人関係のゆがみ 

・自傷行為 

・暴力を振るう  など 

〇周りの人を傷つける、反社

会的な行動をとるようになる 

困っている 

ことはない？ 

子育て大変ね 

こんにちは 

前頭前野 
が委縮 

暴言で 
聴覚野が変形 


